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新潟県信連

ごあいさつ
　日頃より新潟県信用農業協同組合連合会（ＪＡバンク新潟県信連）をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　この度、当会の令和4年度上半期の業績や活動内容等についてご紹介するために、ミニディスクロージャー誌（令和4年度仮決算情報）
を作成いたしました。
　当会は、ＪＡグループの一員として、農業専門金融機関・地域金融機関の役割・機能を十全に発揮し、お客さまのニーズにしっかりと応え
ていけるよう全役職員が一丸となって取り組んでまいりますので、引き続きご愛顧賜りますようお願い申し上げます。

ＪＡグループ・ＪＡバンク
■ ＪＡグループの仕組み
　ＪＡグループは、農家組合員をはじめとする組合員組織を基盤に、市町村段階のＪＡ、都道府県段階および全国段階の連合会組織で構
成し、それぞれが機能分担のもと、信用事業、指導事業、経済事業、共済事業、厚生事業等を展開しています。
　当会は、信用事業を行う都道府県段階の連合会組織として、県下ＪＡの事業運営をサポートするとともに、県域を営業エリアとする地域
金融機関として、地域の皆さまに総合金融サービスを提供しています。

■ ＪＡバンクとは
　「ＪＡバンク」とは、ＪＡバンク会員（ＪＡ・信連・農林中金）で構成するグループの名称です。全国に民間最大級の店舗網を展開するネット
ワークと総合力で、地域の皆さまの、身近で便利、そして安心なメインバンクとして、お客さま一人ひとりのニーズにお応えします。
　新潟県においては、県下19ＪＡおよび当会が「ＪＡバンク新潟」として、一体的な事業運営を展開しています。
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社会貢献活動
　当会は、金融サービスの提供にとどまらず、地域社会の一員として、広く地域社会の発展と地域の皆さまの豊かなくらしづくりを願い、次
のような活動に取り組んでいます。

■‌‌公益信託「JAバンク新潟県信連創立50周年記念・ホームヘルパー支援基金」による社会福祉法人等への助成金の贈呈
■‌‌新潟県障害者スポーツ協会へのサッカー観戦チケットの寄贈
■ゴールドリボン・小児がんチャリティーイベント（講演会・コンサート）への協賛
■‌‌新潟市アグリパーク「アグリ・アート展」への協賛
■‌‌文化情報誌「カルチャーにいがた」への協賛
■‌‌エコキャップ運動への参加

長期ビジョン・SDGs宣言 地域経済への貢献
■ 資金調達および資金供給の状況 （令和4年9月末）
　当会は、県内のＪＡ等が会員となり、互いに助け合い、発展していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の農業専門金融機関である
とともに、新潟県を事業区域として、地域経済の活性化に資する地域金融機関です。
　当会の資金は、その大半が県内のＪＡにお預けいただいた農家組合員および地域の皆さまの大切な財産である貯金が源泉であり、主として、ＪＡ・
農業に関連する企業・団体および県内の一般企業や地方公共団体などにご利用いただいています。

● 貯金内訳
貯金（会員比率）

（単位：百万円）

区　　分 残　高

会 　 　 員 1,826,029
地 方 公 共 団 体 1,125
そ の 他 18,787

合　　計 1,845,942

● 貸出金内訳
貸出金（会員比率）

（単位：百万円）

区　　分 残　高

会 　 　 員 34,353
地 方 公 共 団 体 41,846
事 業 法 人 等 194,209

合　　計 270,409

貸出金（県内比率）
（単位：百万円）

区　　分 残　高

県 　 　 内 118,162
県 　 　 外 70,581
金 融 機 関 81,666

合　　計 270,409

※貸出による地域への資金供給のほか、新潟県債、新潟市債の引受により、新潟県経済の発展に貢献しています。
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第3回アグリ・アート展

アグリパークの動物や野菜を描いた絵画作品を募集します。
皆さんの作品に出会えることを楽しみにしています !!

開 催 決 定 !!

展示期間 12 月 12 日     ～　　    1 月 10 日令和 3 年 (日) ((月))

応募部門 幼稚園・保育園・認定こども園の部 ／ 小学校の部

審査員 德永 健一 氏 浅井 俊一 氏
( 新潟市こども創造センター長 )

■主催…　       アグリ・アート展実行委員会
■協賛 ( 予定 )  …  ＪＡ越後中央 , ＪＡ新潟市 , ＪＡ新潟みらい , ＪＡ新津さつき , ＪＡバンク新潟県信連
                    公益社団法人新潟県獣医師会 , にいがた村
■後援 ( 予定 )  …  新潟市・新潟市教育委員会 , 新潟日報社 , 日本農業新聞信越支局

新潟市アグリパーク 〒950-1406
新潟市南区東笠巻新田 3044（受付時間…　　　　　　 ）

TEL:025-378-3660
午前９時～午後５時） 

宮川  保 氏
( 新潟県獣医師会長 )

令和 4 年

新潟市芸術文化振興財団 理事長
新潟県立近代美術館 前館長

( 各部門四つ切サイズ )

11 月 2 日 ( 火 )   ～ 令和 3 年 11 月 19 日 ( 金 )令和 3 年募集期間

応募者全員に
参加賞

プレゼント！
( アグリパーク割引券 )

応募者全員の
作品を

一斉展示！

受賞作品 14 点は

JA 新潟ビルで
展示します！

アグリでの展示後

第3回アグリ・アート展ゴールドリボン・小児がん
チャリティーイベント

文化情報誌「カルチャーにいがた」

■ 長期ビジョン

農 業 、地 域 、Ｊ Ａ と 共 に 未 来 を 創 る

到達目標…目指す姿、存在意義

長期ビジョン…あるべき将来像のスローガン

　当会が、地域から最も信頼され、そこで働く職員が誇りをもつ組織となることで、地域の課題に積極的に対峙・解決し、経営理念に掲げる「農業の
振興、農家経済の安定・向上、地域社会の発展」を実現してまいります。
　また、地球温暖化をはじめとした環境問題の解決に取り組むほか、ダイバーシティ経営を実践するなど、SDGsの達成に向けた積極的な取組みを通
じても、経営理念の実現を図ってまいります。

「Moving toward 2030 未来への変革」
～変革に向けた、３つの挑戦～
Ⅰ．農業・地域社会を豊かにする、コンサルティング・サービス
Ⅱ．環境・社会課題に適応する、ESG経営
Ⅲ．挑戦・成長し続ける、組織・人材マネジメント

■ SDGs宣言

ＪＡバンク新潟県信連は、国連で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」の 
理念に賛同し、持続可能な新潟県の農業・地域社会の発展、地球環境の保全および
社会課題の解決に向け、ＪＡとともに、事業活動を通じて貢献してまいります。

ＪＡバンク新潟県信連SDGs宣言

重点項目・関連事項

長期ビジョン 重点項目 関連事項 主な関連目標

Ⅰ.
農業・地域社会を豊かにする、
コンサルティング・サービス

１．
地域農業・経済の
持続的発展

（１）
コンサルティング・
サービスの充実

２．
地域社会の活性化

（１）
金融インフラ・
サービスの充実

Ⅱ.
環境・社会課題に適応する、
ESG経営

３．
環境・社会課題
への責任

（１）
ESG金融の実践

（２）
環境配慮型経営の
実践

（３）
ダイバーシティ経営
の実践

JAバンク新潟県信連
経営内容

ミニディスクロージャー誌　令和４年度　仮決算情報
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長期ビジョン 重点項目 関連事項 主な関連目標

Ⅰ.
農業・地域社会を豊かにする、
コンサルティング・サービス

１．
地域農業・経済の
持続的発展

（１）
コンサルティング・
サービスの充実

２．
地域社会の活性化

（１）
金融インフラ・
サービスの充実

Ⅱ.
環境・社会課題に適応する、
ESG経営

３．
環境・社会課題
への責任

（１）
ESG金融の実践

（２）
環境配慮型経営の
実践

（３）
ダイバーシティ経営
の実践

JAバンク新潟県信連
経営内容
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※このミニディスクロージャー誌は、環境に配慮した植物油インキおよびＦＳＣ®森林認証紙を使用しています。

編集　新潟県信用農業協同組合連合会　経営企画部

〒951-8570
新潟市中央区東中通一番町189番地3
℡ 025-230-2111
https://shinren.jabank-niigata.or.jp/

令和４年11月発行

新潟県信連

ごあいさつ
　日頃より新潟県信用農業協同組合連合会（ＪＡバンク新潟県信連）をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　この度、当会の令和4年度上半期の業績や活動内容等についてご紹介するために、ミニディスクロージャー誌（令和4年度仮決算情報）
を作成いたしました。
　当会は、ＪＡグループの一員として、農業専門金融機関・地域金融機関の役割・機能を十全に発揮し、お客さまのニーズにしっかりと応え
ていけるよう全役職員が一丸となって取り組んでまいりますので、引き続きご愛顧賜りますようお願い申し上げます。

ＪＡグループ・ＪＡバンク
■ ＪＡグループの仕組み
　ＪＡグループは、農家組合員をはじめとする組合員組織を基盤に、市町村段階のＪＡ、都道府県段階および全国段階の連合会組織で構
成し、それぞれが機能分担のもと、信用事業、指導事業、経済事業、共済事業、厚生事業等を展開しています。
　当会は、信用事業を行う都道府県段階の連合会組織として、県下ＪＡの事業運営をサポートするとともに、県域を営業エリアとする地域
金融機関として、地域の皆さまに総合金融サービスを提供しています。

■ ＪＡバンクとは
　「ＪＡバンク」とは、ＪＡバンク会員（ＪＡ・信連・農林中金）で構成するグループの名称です。全国に民間最大級の店舗網を展開するネット
ワークと総合力で、地域の皆さまの、身近で便利、そして安心なメインバンクとして、お客さま一人ひとりのニーズにお応えします。
　新潟県においては、県下19ＪＡおよび当会が「ＪＡバンク新潟」として、一体的な事業運営を展開しています。

● JAバンク新潟
下越地区 JA新潟市

JAかみはやし
JAにいがた岩船

JA北越後
JA胎内市
JA新潟かがやき

JA佐渡
JA羽茂

中越地区 JAにいがた南蒲
JA越後ながおか
JA越後さんとう

JA越後おぢや
JA北魚沼
JAみなみ魚沼

JA十日町
JA津南町
JA柏崎

JAひすい上越地区 JAえちご上越

県連合会 JAバンク新潟県信連

社会貢献活動
　当会は、金融サービスの提供にとどまらず、地域社会の一員として、広く地域社会の発展と地域の皆さまの豊かなくらしづくりを願い、次
のような活動に取り組んでいます。

■‌‌公益信託「JAバンク新潟県信連創立50周年記念・ホームヘルパー支援基金」による社会福祉法人等への助成金の贈呈
■‌‌新潟県障害者スポーツ協会へのサッカー観戦チケットの寄贈
■ゴールドリボン・小児がんチャリティーイベント（講演会・コンサート）への協賛
■‌‌新潟市アグリパーク「アグリ・アート展」への協賛
■‌‌文化情報誌「カルチャーにいがた」への協賛
■‌‌エコキャップ運動への参加

長期ビジョン・SDGs宣言 地域経済への貢献
■ 資金調達および資金供給の状況 （令和4年9月末）
　当会は、県内のＪＡ等が会員となり、互いに助け合い、発展していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の農業専門金融機関である
とともに、新潟県を事業区域として、地域経済の活性化に資する地域金融機関です。
　当会の資金は、その大半が県内のＪＡにお預けいただいた農家組合員および地域の皆さまの大切な財産である貯金が源泉であり、主として、ＪＡ・
農業に関連する企業・団体および県内の一般企業や地方公共団体などにご利用いただいています。

● 貯金内訳
貯金（会員比率）

（単位：百万円）

区　　分 残　高

会 　 　 員 1,826,029
地 方 公 共 団 体 1,125
そ の 他 18,787

合　　計 1,845,942

● 貸出金内訳
貸出金（会員比率）

（単位：百万円）

区　　分 残　高

会 　 　 員 34,353
地 方 公 共 団 体 41,846
事 業 法 人 等 194,209

合　　計 270,409

貸出金（県内比率）
（単位：百万円）

区　　分 残　高

県 　 　 内 118,162
県 　 　 外 70,581
金 融 機 関 81,666

合　　計 270,409

※貸出による地域への資金供給のほか、新潟県債、新潟市債の引受により、新潟県経済の発展に貢献しています。

会員
98.92％

その他
1.02％

地方公共団体
0.06％

地方公共団体
0.01％

地方公共団体
15.48％

会員
12.70％

事業法人等
71.82％

県外
26.10％

金融機関
30.20％

県内
43.70％

第3回アグリ・アート展

アグリパークの動物や野菜を描いた絵画作品を募集します。
皆さんの作品に出会えることを楽しみにしています !!

開 催 決 定 !!

展示期間 12 月 12 日     ～　　    1 月 10 日令和 3 年 (日) ((月))

応募部門 幼稚園・保育園・認定こども園の部 ／ 小学校の部

審査員 德永 健一 氏 浅井 俊一 氏
( 新潟市こども創造センター長 )

■主催…　       アグリ・アート展実行委員会
■協賛 ( 予定 )  …  ＪＡ越後中央 , ＪＡ新潟市 , ＪＡ新潟みらい , ＪＡ新津さつき , ＪＡバンク新潟県信連
                    公益社団法人新潟県獣医師会 , にいがた村
■後援 ( 予定 )  …  新潟市・新潟市教育委員会 , 新潟日報社 , 日本農業新聞信越支局

新潟市アグリパーク 〒950-1406
新潟市南区東笠巻新田 3044（受付時間…　　　　　　 ）

TEL:025-378-3660
午前９時～午後５時） 

宮川  保 氏
( 新潟県獣医師会長 )

令和 4 年

新潟市芸術文化振興財団 理事長
新潟県立近代美術館 前館長

( 各部門四つ切サイズ )

11 月 2 日 ( 火 )   ～ 令和 3 年 11 月 19 日 ( 金 )令和 3 年募集期間

応募者全員に
参加賞

プレゼント！
( アグリパーク割引券 )

応募者全員の
作品を

一斉展示！

受賞作品 14 点は

JA 新潟ビルで
展示します！

アグリでの展示後

第3回アグリ・アート展ゴールドリボン・小児がん
チャリティーイベント

文化情報誌「カルチャーにいがた」

■ 長期ビジョン

農 業 、地 域 、Ｊ Ａ と 共 に 未 来 を 創 る

到達目標…目指す姿、存在意義

長期ビジョン…あるべき将来像のスローガン

　当会が、地域から最も信頼され、そこで働く職員が誇りをもつ組織となることで、地域の課題に積極的に対峙・解決し、経営理念に掲げる「農業の
振興、農家経済の安定・向上、地域社会の発展」を実現してまいります。
　また、地球温暖化をはじめとした環境問題の解決に取り組むほか、ダイバーシティ経営を実践するなど、SDGsの達成に向けた積極的な取組みを通
じても、経営理念の実現を図ってまいります。

「Moving toward 2030 未来への変革」
～変革に向けた、３つの挑戦～
Ⅰ．農業・地域社会を豊かにする、コンサルティング・サービス
Ⅱ．環境・社会課題に適応する、ESG経営
Ⅲ．挑戦・成長し続ける、組織・人材マネジメント

■ SDGs宣言

ＪＡバンク新潟県信連は、国連で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」の 
理念に賛同し、持続可能な新潟県の農業・地域社会の発展、地球環境の保全および
社会課題の解決に向け、ＪＡとともに、事業活動を通じて貢献してまいります。

ＪＡバンク新潟県信連SDGs宣言

重点項目・関連事項

長期ビジョン 重点項目 関連事項 主な関連目標

Ⅰ.
農業・地域社会を豊かにする、
コンサルティング・サービス

１．
地域農業・経済の
持続的発展

（１）
コンサルティング・
サービスの充実

２．
地域社会の活性化

（１）
金融インフラ・
サービスの充実

Ⅱ.
環境・社会課題に適応する、
ESG経営

３．
環境・社会課題
への責任

（１）
ESG金融の実践

（２）
環境配慮型経営の
実践

（３）
ダイバーシティ経営
の実践

JAバンク新潟県信連
経営内容
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■ 不良債権の状況
● 農協法および金融再生法に基づく開示債権（単体）の推移
� （単位：百万円、％）

債 権 区 分 令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末
破産更生債権及び
これらに準ずる債権� ① 10 10 45
危　険　債　権　② 749 738 702
要 管 理 債 権　③ － － －
（うち三月以上延滞債権） （－） （－） （－）
（うち貸出条件緩和債権） （－） （－） （－）
小　計（①+②+③=A） 760 749 748
正　常　債　権　④ 264,311 268,074 273,045
債権額合計（A+④=B） 265,071 268,823 273,793
不良債権比率（A÷B×100） 0.28 0.27 0.27

・�正常債権額が増加した一方、不良債権額は減少しましたが、不良債権比率は前年度末と同率の
0.27％となりました。

令和4年
9月末

令和3年
9月末

令和4年
3月末

合計
760

合計
748

合計
749

451010

破産更生等債権

危険債権

SDGsの達成に向けた取組み
当会は、将来にわたり、経営理念に掲げる「新潟県農業の振興および農家経済の安定・向上、地域社会の発展」を実現していくととも

に、環境・社会課題への責任を果たしていくため、また、目まぐるしい環境の変化に適応すべく、組織として変革・挑戦し続けていくため、
2030年に向けた「長期ビジョン」を策定し、SDGs宣言を行っています。
SDGsの達成に向け、３つの重点項目において各種取組みの着実な実践を図るとともに、新たな取組みについても積極的に展開して

まいります。

事業の概況
■ 主要勘定の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

貯 金 1,859,837 1,838,142 1,845,942
貸 出 金 261,413 265,136 270,409
預 け 金 1,081,229 1,039,673 1,024,085
有 価 証 券 552,188 548,166 543,417
金銭の信託 79,970 87,224 94,500
・�貯金残高は、JAからの貯金の減少により、前年同期比138億円、0.74％の減少となりま
した。
・�貸出金残高は、金融仲介機能の発揮に向けて積極的な融資伸長に取り組んだ結果、
前年同期比89億円、3.44％の増加となりました。
・�有価証券および金銭の信託の残高は、低金利環境が継続するなか、リスク管理と収益性に
留意しつつ分散投資を行った結果、合計で前年同期比57億円、0.91％の増加となりました。

■ 収益等の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月期
（半期）

令和4年3月期
（通期）

令和4年9月期
（半期）

経 常 収 益 10,622 18,442 10,843
経 常 費 用 6,877 13,754 7,126
経 常 利 益 3,744 4,688 3,716
当期剰余金 2,908 4,168 2,856
・�厳しい運用環境下においてもリスク管理に留意しつつ、効率的な分散投資に努めた結
果、経常収益は増加したものの、市場関連費用の増加等により経常費用も増加したこ
とから、経常利益は、前年同期比0.2億円、0.74％減少の37億円となりました。

令和４年
９月末

貯　金

貸出金

預け金

有価証券

金銭の信託

１，８４５，９４２

２７０，４０９

１，０２４，０８５

５４３，４１７

令和4年
3月末

令和3年
9月末

１，８３８，１４２

２６５，１３６

１，０３９，６７３

５４８，１６６５５２，１８８

７９，９７０ ８７，２２４ ９４，５００
２６１，４１３

１，０８１，２２９

１，８５９，８３７

令和4年
9月期（半期）

経常収益

経常費用

経常利益
令和3年
9月期（半期）

令和4年
3月期（通期）

１８，４４２

１０，６２２

６，８７７

３，７４４

１３，７５４

７，１２６

１０，８４３

４，６８８
３，７１６

■ 単体自己資本比率の推移
� （単位：百万円、％）

令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

自 己 資 本 額 🄐🄐 164,281 160,704 163,478
リスク・アセット🄑🄑 1,224,735 1,248,857 1,290,014
自己資本比率＝🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐 13.41 12.86 12.67
・�市場運用の拡大に伴うリスク・アセットの増加を主要因に、自己資本比率は、前年度末
比0.19ポイント低下し、12.67％となりました。
・�国内基準（4％）および国際統一基準（8％）を上回り、高い安全性・健全性を維持してい
ます。

８％

令和4年
3月末

令和4年
9月末

自己資本比率

12.86％ 12.67％13.41％

令和3年
9月末

令和4年
9月期（半期）

事業純益

コア事業純益
（投資信託解約損益を除く）令和3年

9月期（半期）
令和4年
3月期（通期）

２，５１５
２，６９１

２，５１５

１，９８３

２，５００

１，９６０１，９８３ ２，０５３
２，２４６

実質事業純益

コア事業純益

２，６９１

２，１５２ ２，１８０

■ 事業純益の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月期
（半期）

令和4年3月期
（通期）

令和4年9月期
（半期）

事 業 純 益 2,691 2,515 1,983
実 質 事 業 純 益 2,691 2,515 1,983
コ ア 事 業 純 益 2,152 2,180 1,960
コ ア 事 業 純 益
（投資信託解約損益を除く） 2,246 2,500 2,053

・�国債等債券関係損益の減少を主因に事業粗利益が減少したこと等から、実質事業純
益は、前年同期比7億円、26.30％減少の19億円、国債等債券関係損益を除いたコア
事業純益は、同1億円、8.95％減少の19億円となりました。

（注）1.��事業純益＝事業収益－（事業費用－金銭の信託運用見合費用）－一般貸倒引当金繰入額
　　2.実質事業純益＝事業純益＋一般貸倒引当金繰入額
　　3.コア事業純益＝実質事業純益－国債等債券関係損益※
　　※�国債等債券関係損益は、国債等債券売却益、国債等債券償還益、国債等債券

売却損、国債等債券償還損、国債等債券償却を通算した損益です。

● 自己査定・保全の状況と開示債権　（令和4年9月末）
　　厳格な自己査定を実施し、担保・保証等による保全のない部分に対しては適正な償却・引当等を行うなど、資産の健全性の確保に努めています。
� （単位：百万円、％）

自己査定と保全の状況 開示債権
債務者区分 残　高A 担保等保全額B 貸倒引当金C 保全率（B+C）÷A 区　分 残　高
破　綻　先 0 － 0 100.00 破産更生債権及び

これらに準ずる債権 45
実質破綻先 44 8 36 100.00
破綻懸念先 702 151 533 97.53 危 険 債 権 702

要
注
意
先

（うち　　�　要管理債権） （－） （－） （－） （－）
要管理債権 －

（うち三月以上延滞債権） （－）
（うち貸出条件緩和債権） （－）

要管理先 － － － － 小　　計 748
そ の 他
要注意先 8,916

正 常 債 権 273,045正　常　先
（地公体等を含む） 264,128
合　　計 273,793 合　　計 273,793

（注）令和4年9月末の計数は、次の方法により算出しています。
　　１．各債権区分額は、令和4年3月末時点の債権額を基準として、令和4年9月末時点の残高に修正しています。
　　２．令和4年3月末から令和4年9月末までの間に債務者区分の変更が必要と認識した先については、9月末時点の債務者の状況に基づき債権区分を変更しています。

・�「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生
手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およ
びこれらに準ずる債権です。
・�「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経
営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収および利息の受取りができない
可能性の高い債権です。

・�「要管理債権」とは、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」以
外の、三月以上延滞債権および貸出条件緩和債権です。
・�「正常債権」とは、債務者の財政状態および経営成績に特に問題がない、｢破産更生
債権及びこれらに準ずる債権｣｢危険債権｣｢要管理債権｣以外の債権です。

農協法および金融再生法に基づく開示債権について

■ 地域農業・経済の持続的発展
● 地域農業活性化のための金融支援
JAバンク新潟では、農業者向け資金を幅広くご用意し、新潟県農業の発展を多面的に支援しています。農業者に対する金融面での

支援強化として、農業者向け資金に広く利子補給や保証料助成事業を実施し、実質金利負担の軽減を図るとともに、農業法人育成の
ための資本供与の仕組みである「アグリシードファンド」や「担い手経営体応援ファンド」、「プロパー投資」による出資の提案など、多様な
ニーズにお応えしています。
令和４年度は、農業資金の借入れにかかる保証料助成および「担い手支援資金（愛称：アグリV）」の取扱いを継続しています。また、

「新型コロナウイルス感染症緊急対策資金」の取扱いを継続するとともに、大雨により被害を受けた農業者を支援する「令和４年度災害
復旧支援資金」や原油価格・農業資材価格等高騰に伴い影響を受ける農業者を支援する「令和４年度原油価格・農業資材価格等高
騰緊急対策資金」を創設するなど、農業専門金融機関として農業者に対する円滑・迅速なサービスの提供に努めています。
今後も、新潟県における農業メインバンクとして、農業者の皆さまを幅広く支援してまいります。

■ 地域社会の活性化
● ＪＡバンク新潟食農教育応援事業
ＪＡバンク新潟では、平成20年度より食農教育を通じて、子どもの農業に対する理解の深耕を図り、地域
の発展に貢献することを目的に「新潟県ＪＡバンク食農教育応援事業」を展開しています。
当事業では、ＪＡ等が行う食農教育にかかる活動費用を助成しており、県内ＪＡが当事業を活用し各地で食

農教育活動を行っています。
また、当事業の一環として、子どもたちが食と環境と農業への理解を深めるきっかけとなることを願い、小学
校高学年を主な対象として「農業とわたしたちのくらし」と題した食農教育の補助教材本を県下の全小学校
に贈呈しています。

● フードバンクへの食品の寄贈
食べ物が無駄なく消費され、誰もが食を分かち合える、心豊かな社会づくりを目指す「フードバンクにいがた」の活動に賛同し、災害備蓄

用食品のアルファ米や、インスタント食品・調味料等を寄贈しています。

● 農商工連携・6次産業化への取組み
農商工連携推進の一環として、フリーペーパー形式の情報誌「Ｓｏｌｅ（そーれ）!にいがた」を発

行しています。
この情報誌では、「農・商・工をつないでみんなでつくる新潟の元気！」を合言葉に、県内の農業や
産業に関する幅広い情報の提供により、農業生産者・ＪＡグループと地域の企業、さらには広く地
域の皆さまとの結び付きを強め、新たなビジネスチャンスを創出するきっかけづくりを目指しています。
※�「Sole!�にいがた」は、当会ホームページでご覧いただけるほか、県内のＪＡ窓口や直売所、
道の駅、スーパー等で無料配布しています。
※バックナンバーも、当会ホームページでご覧いただけます。

● 「にいがた農業応援ファンド」の取組み
ＪＡグループ新潟では「農業者の所得増大」「農業生
産の拡大」「地域の活性化」を基本目標とするＪＡ自己改
革を不断の取組みとしていくため、令和4年度から令和6
年度の3年間における農業者への支援パッケージとして、
「にいがた農業応援プログラム」を展開しています。
中でも、柱となる事業の一つである「にいがた農業応

援ファンド」につきまして、令和4年度は、「新潟県園芸振
興基本戦略」の取組みを新潟県および関係機関と一体となって一層推進していくため、「1億円園芸産地チャレンジ事業」の助成枠と助
成率を拡充しました。また、「園芸生産拡大支援事業」および「新規・親元就農応援事業」を継続し、農業者の取組みを支援しています。
令和4年度の事業については、農業者の皆さまより3事業合計で287件・71,627千円の申請をいただきました。
今後も、農業者の取組みを後押しする、より踏み込んだ支援に努めてまいります。

　 にいがた農業応援ファンド取組実績（令和4年度事業）� （単位：件、千円）

事　業　名 申 請 件 数 申　請　額

1億円園芸産地チャレンジ 149 45,200

園芸生産拡大支援（担い手向け） 82 15,227

新規・親元就農応援 56 11,200

合　　計 287 71,627

 農業資金残高（令和4年9月末） （単位：件、百万円）

主　な　資　金
県下ＪＡおよび当会での取扱い

資　金　の　内　容
件　数 残　高

アグリマイティー資金 3,584 17,517 農地取得等、幅広い資金用途に対応できる資金
農業近代化資金 617 4,665 機械・設備の取得等、農業経営の近代化を図るために必要な長期資金
農機具ローン 5,096 7,305 農機具の購入等に必要な資金
担い手支援資金（愛称：アグリＶ） 2,777 7,668 担い手の農業経営に必要な設備・運転資金、農地取得資金
各種災害等資金 1,798 2,895 各種災害や新型コロナウイルス感染症による被害からの復旧、経営の安定化に必要な資金
にいがたアグリビジネスローン 74 943 農業法人、農業関連法人の経営に必要な資金
農業関連系統当座貸越 8 22,487 農産物販売代金の決済に至るまでのつなぎ資金
スーパーＬ資金 835 6,062 認定農業者の経営改善に必要な長期資金
その他農業資金 1,674 4,424

合　　　計 16,463 73,970

女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の概要
計画期間 令和4年4月1日～令和8年3月31日（4年間）

目　　標 管理職に占める女性労働者の割合を�20％以上とする。

取組内容
・女性職員の管理職登用を積極的に推進する。
・�キャリア形成の支援体制を構築するとともに、能動的に学べる研修体系やセミナー派遣等の自己啓発機会の
整備を行う。

女性の活躍に関する情報公表

育児休業取得率
（正職員）

令和2年度 令和3年度
男性 女性 男性 女性

62.5％ 100.0％ 50.0％ 対象者なし
2022年秋号

■ 環境・社会課題への責任
● 『「小児がん」の子どもによりそう定期貯金』の受入れを通じた支援団体への寄付金贈呈
ＪＡバンク新潟では、貯金の受入れを通じた小児がん患者への支援を目的として、『「小児がん」の子どもによりそう
定期貯金』（ゴールドリボン定期貯金）を取り扱っています。
令和4年度は、本定期貯金残高の0.05%相当額を、認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクトへ寄付いた

します。
寄付金は、技能習得や就職支援等、小児がん経験者の経済的自立を支援する活動に役立てられます。

● 環境負荷軽減の取組み（節電、クールビズ、ペーパーレス化、カーボン・オフセットなど）
ＪＡ新潟ビル内の節電対応をはじめ、クールビズ、各種資料のペーパーレス化等、環境保全を意識した取組みを積極的に行ってい
ます。
また、地球温暖化防止や、地域の森林整備等の促進、豊かな自然環境の保全を支援することを目的に、カーボン・オフセット※にも取り組
んでいます。
地域社会を構成する一員として、今後も環境負荷軽減の取組みを進めてまいります。
※カーボン・オフセットとは、くらしの中で出てしまうCO2を、森林整備等CO2吸収活動の支援により埋め合わせることです。

● 次世代育成支援対策推進法認定マーク（愛称「くるみん」）の取得
新潟労働局より次世代育成支援対策推進法に基づく「子育てサポート企業」として認定され、認定マーク

「くるみん」※を取得しています。
※�「くるみん」認定は、仕事と子育てを両立できる雇用環境の整備を行動計画として策定・実施し、その計画
目標を達成する等、一定の基準を満たした企業に与えられるものです。

● 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の策定
多くの女性が、幅広く活躍し、長く勤められる雇用環境の整備に取り組んでいます。

JAバンク新潟 検索 スマホ等は
コチラから ▶詳しくは、お近くのJAバンク窓口でおたずねください。

ホームページでもご案内しております。

「小児がん」の子どもによりそう

10万円以上かつ1年以上の定期貯金をお預け入れいただくと、
JAバンク新潟が令和5年1月31日現在の本定期貯金残高の0.05%相当額
（例：お預け入れ金額10万円の場合、50円）を

※個人のお客様のみお預け入れいただけます。
※寄付について、お客様のご負担はございません。

認定NPO法人
ハートリンクワーキングプロジェクト
に寄付いたします。

認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクトとは？
就労の機会に恵まれない小児がん経験者に、社会とのつながりを持ち、働きながら
社会へ通用する能力・知識・技術等を習得してもらい、自立した社会生活を営むこと
ができるように支援していくことを目的として活動している団体です。

※ご契約時にお渡しいたします。
※写真はイメージです。

100万円以上
お預け入れいただいた方に

をプレゼント!

ゴールドリボン
ピンバッジ

※取扱期間内でも、募集金額（県内合計30億円）に達した
　翌々営業日をもって募集を終了させていただきます。

令和4年4月1日 
▶ 令和5年1月31日火

金

取扱期間

※取扱期間内でも、上記募集金額に達した翌々営業日をもって募集を終了させていただきます。
令和4年4月1日㈮ ～ 令和5年1月31日㈫

●スーパー定期貯金〈単利型〉、大口定期貯金　1年、2年、3年、4年、5年、7年、10年
　(元金または元利金自動継続) 
●スーパー定期貯金〈複利型〉　3年、4年、5年、7年、10年(元金または元利金自動継続)

［商品名］

［募集金額］

［取扱期間］

［ご利用いただける方］

［貯金の種類］

［預入期間］

令和4年度「小児がん」の子どもによりそう定期貯金（ゴールドリボン定期貯金）

県内合計30億円

個人の方

スーパー定期貯金〈単利型〉・〈複利型〉、大口定期貯金

［預入金額］ ●スーパー定期貯金〈単利型〉　10万円以上1,000万円未満※

●スーパー定期貯金〈複利型〉　10万円以上※　●大口定期貯金　1,000万円以上※

※新規お預け入れに限ります。

※JAバンク新潟県信連ではお取扱いしておりません。

［適用金利］

［中途解約時の取扱い］

［寄付］

預入期間および預入金額に応じたスーパー定期貯金または大口定期貯金の店頭表示金利

満期日前に解約する場合は、当JA所定の中途解約利率が適用になります。

［主な活動内容］ ○小児がん経験者の職業訓練ならびに自立支援事業　○小児がん啓発事業
○小児がんフォローアップ研究事業

●令和5年1月31日現在の本定期貯金残高の0.05％に相当する金額を、ＪＡバンク新潟が寄付
します。（寄付は令和5年3月の1回のみとなります。） 
●寄付先 ［団体名］認定NPO法人 ハートリンクワーキングプロジェクト
　　　　 ［所在地］新潟県新潟市中央区万代3-1-1 メディアシップ1階

※お客様のご負担はございません。

認定NPO法人
ハートリンク
ワーキングプロジェクト
http://cchlwp.com

■ 有価証券等時価情報
● 有価証券 （単位：百万円）

区　　分
令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額
満期保有目的 － － － － － － － － －
そ の 他 522,795 552,188 29,393 529,617 548,166 18,549 538,900 543,417 4,517
合　計 522,795 552,188 29,393 529,617 548,166 18,549 538,900 543,417 4,517

（注）
・�有価証券の時価は、各基準日にお
ける市場価格等に基づいて算出し
ています。
・�取得価額は、その他有価証券につ
いては償却原価適用後、減損後の
帳簿価額を記載しています。

● 金銭の信託 （単位：百万円）

区　　分
令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額
運用目的 464 404 △59 464 404 △59 463 403 △59
そ の 他 78,495 79,566 1,071 84,958 86,819 1,860 93,078 94,097 1,018
合　計 78,959 79,970 1,011 85,423 87,224 1,800 93,542 94,500 958

（注）
・�金銭の信託の時価は、各基準日における
市場価格等に基づいて算出しています。
・�取得価額は、運用目的金銭の信託に
ついては取得価額を、その他金銭の
信託については償却原価適用後、減
損後の帳簿価額を記載しています。
・�運用目的金銭の信託の評価差額
は、当期の損益に含めています。

※本資料の記載金額は、原則として単位未満を切り捨てて表示しています。そのため、合計欄、増減欄等が一致しないことがあります。



■ 不良債権の状況
● 農協法および金融再生法に基づく開示債権（単体）の推移
� （単位：百万円、％）

債 権 区 分 令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末
破産更生債権及び
これらに準ずる債権� ① 10 10 45
危　険　債　権　② 749 738 702
要 管 理 債 権　③ － － －
（うち三月以上延滞債権） （－） （－） （－）
（うち貸出条件緩和債権） （－） （－） （－）
小　計（①+②+③=A） 760 749 748
正　常　債　権　④ 264,311 268,074 273,045
債権額合計（A+④=B） 265,071 268,823 273,793
不良債権比率（A÷B×100） 0.28 0.27 0.27

・�正常債権額が増加した一方、不良債権額は減少しましたが、不良債権比率は前年度末と同率の
0.27％となりました。

令和4年
9月末

令和3年
9月末

令和4年
3月末

合計
760

合計
748

合計
749

451010

破産更生等債権

危険債権

SDGsの達成に向けた取組み
当会は、将来にわたり、経営理念に掲げる「新潟県農業の振興および農家経済の安定・向上、地域社会の発展」を実現していくととも

に、環境・社会課題への責任を果たしていくため、また、目まぐるしい環境の変化に適応すべく、組織として変革・挑戦し続けていくため、
2030年に向けた「長期ビジョン」を策定し、SDGs宣言を行っています。
SDGsの達成に向け、３つの重点項目において各種取組みの着実な実践を図るとともに、新たな取組みについても積極的に展開して

まいります。

事業の概況
■ 主要勘定の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

貯 金 1,859,837 1,838,142 1,845,942
貸 出 金 261,413 265,136 270,409
預 け 金 1,081,229 1,039,673 1,024,085
有 価 証 券 552,188 548,166 543,417
金銭の信託 79,970 87,224 94,500
・�貯金残高は、JAからの貯金の減少により、前年同期比138億円、0.74％の減少となりま
した。
・�貸出金残高は、金融仲介機能の発揮に向けて積極的な融資伸長に取り組んだ結果、
前年同期比89億円、3.44％の増加となりました。
・�有価証券および金銭の信託の残高は、低金利環境が継続するなか、リスク管理と収益性に
留意しつつ分散投資を行った結果、合計で前年同期比57億円、0.91％の増加となりました。

■ 収益等の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月期
（半期）

令和4年3月期
（通期）

令和4年9月期
（半期）

経 常 収 益 10,622 18,442 10,843
経 常 費 用 6,877 13,754 7,126
経 常 利 益 3,744 4,688 3,716
当期剰余金 2,908 4,168 2,856
・�厳しい運用環境下においてもリスク管理に留意しつつ、効率的な分散投資に努めた結
果、経常収益は増加したものの、市場関連費用の増加等により経常費用も増加したこ
とから、経常利益は、前年同期比0.2億円、0.74％減少の37億円となりました。
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■ 単体自己資本比率の推移
� （単位：百万円、％）

令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

自 己 資 本 額 🄐🄐 164,281 160,704 163,478
リスク・アセット🄑🄑 1,224,735 1,248,857 1,290,014
自己資本比率＝🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐 13.41 12.86 12.67
・�市場運用の拡大に伴うリスク・アセットの増加を主要因に、自己資本比率は、前年度末
比0.19ポイント低下し、12.67％となりました。
・�国内基準（4％）および国際統一基準（8％）を上回り、高い安全性・健全性を維持してい
ます。

８％
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■ 事業純益の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月期
（半期）

令和4年3月期
（通期）

令和4年9月期
（半期）

事 業 純 益 2,691 2,515 1,983
実 質 事 業 純 益 2,691 2,515 1,983
コ ア 事 業 純 益 2,152 2,180 1,960
コ ア 事 業 純 益
（投資信託解約損益を除く） 2,246 2,500 2,053

・�国債等債券関係損益の減少を主因に事業粗利益が減少したこと等から、実質事業純
益は、前年同期比7億円、26.30％減少の19億円、国債等債券関係損益を除いたコア
事業純益は、同1億円、8.95％減少の19億円となりました。

（注）1.��事業純益＝事業収益－（事業費用－金銭の信託運用見合費用）－一般貸倒引当金繰入額
　　2.実質事業純益＝事業純益＋一般貸倒引当金繰入額
　　3.コア事業純益＝実質事業純益－国債等債券関係損益※
　　※�国債等債券関係損益は、国債等債券売却益、国債等債券償還益、国債等債券

売却損、国債等債券償還損、国債等債券償却を通算した損益です。

● 自己査定・保全の状況と開示債権　（令和4年9月末）
　　厳格な自己査定を実施し、担保・保証等による保全のない部分に対しては適正な償却・引当等を行うなど、資産の健全性の確保に努めています。
� （単位：百万円、％）

自己査定と保全の状況 開示債権
債務者区分 残　高A 担保等保全額B 貸倒引当金C 保全率（B+C）÷A 区　分 残　高
破　綻　先 0 － 0 100.00 破産更生債権及び

これらに準ずる債権 45
実質破綻先 44 8 36 100.00
破綻懸念先 702 151 533 97.53 危 険 債 権 702

要
注
意
先

（うち　　�　要管理債権） （－） （－） （－） （－）
要管理債権 －

（うち三月以上延滞債権） （－）
（うち貸出条件緩和債権） （－）

要管理先 － － － － 小　　計 748
そ の 他
要注意先 8,916

正 常 債 権 273,045正　常　先
（地公体等を含む） 264,128
合　　計 273,793 合　　計 273,793

（注）令和4年9月末の計数は、次の方法により算出しています。
　　１．各債権区分額は、令和4年3月末時点の債権額を基準として、令和4年9月末時点の残高に修正しています。
　　２．令和4年3月末から令和4年9月末までの間に債務者区分の変更が必要と認識した先については、9月末時点の債務者の状況に基づき債権区分を変更しています。

・�「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生
手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およ
びこれらに準ずる債権です。
・�「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経
営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収および利息の受取りができない
可能性の高い債権です。

・�「要管理債権」とは、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」以
外の、三月以上延滞債権および貸出条件緩和債権です。
・�「正常債権」とは、債務者の財政状態および経営成績に特に問題がない、｢破産更生
債権及びこれらに準ずる債権｣｢危険債権｣｢要管理債権｣以外の債権です。

農協法および金融再生法に基づく開示債権について

■ 地域農業・経済の持続的発展
● 地域農業活性化のための金融支援
JAバンク新潟では、農業者向け資金を幅広くご用意し、新潟県農業の発展を多面的に支援しています。農業者に対する金融面での
支援強化として、農業者向け資金に広く利子補給や保証料助成事業を実施し、実質金利負担の軽減を図るとともに、農業法人育成の
ための資本供与の仕組みである「アグリシードファンド」や「担い手経営体応援ファンド」、「プロパー投資」による出資の提案など、多様な
ニーズにお応えしています。
令和４年度は、農業資金の借入れにかかる保証料助成および「担い手支援資金（愛称：アグリV）」の取扱いを継続しています。また、

「新型コロナウイルス感染症緊急対策資金」の取扱いを継続するとともに、大雨により被害を受けた農業者を支援する「令和４年度災害
復旧支援資金」や原油価格・農業資材価格等高騰に伴い影響を受ける農業者を支援する「令和４年度原油価格・農業資材価格等高
騰緊急対策資金」を創設するなど、農業専門金融機関として農業者に対する円滑・迅速なサービスの提供に努めています。
今後も、新潟県における農業メインバンクとして、農業者の皆さまを幅広く支援してまいります。

■ 地域社会の活性化
● ＪＡバンク新潟食農教育応援事業
ＪＡバンク新潟では、平成20年度より食農教育を通じて、子どもの農業に対する理解の深耕を図り、地域
の発展に貢献することを目的に「新潟県ＪＡバンク食農教育応援事業」を展開しています。
当事業では、ＪＡ等が行う食農教育にかかる活動費用を助成しており、県内ＪＡが当事業を活用し各地で食

農教育活動を行っています。
また、当事業の一環として、子どもたちが食と環境と農業への理解を深めるきっかけとなることを願い、小学
校高学年を主な対象として「農業とわたしたちのくらし」と題した食農教育の補助教材本を県下の全小学校
に贈呈しています。

● フードバンクへの食品の寄贈
食べ物が無駄なく消費され、誰もが食を分かち合える、心豊かな社会づくりを目指す「フードバンクにいがた」の活動に賛同し、災害備蓄

用食品のアルファ米や、インスタント食品・調味料等を寄贈しています。

● 農商工連携・6次産業化への取組み
農商工連携推進の一環として、フリーペーパー形式の情報誌「Ｓｏｌｅ（そーれ）!にいがた」を発
行しています。
この情報誌では、「農・商・工をつないでみんなでつくる新潟の元気！」を合言葉に、県内の農業や
産業に関する幅広い情報の提供により、農業生産者・ＪＡグループと地域の企業、さらには広く地
域の皆さまとの結び付きを強め、新たなビジネスチャンスを創出するきっかけづくりを目指しています。
※�「Sole!�にいがた」は、当会ホームページでご覧いただけるほか、県内のＪＡ窓口や直売所、
道の駅、スーパー等で無料配布しています。
※バックナンバーも、当会ホームページでご覧いただけます。

● 「にいがた農業応援ファンド」の取組み
ＪＡグループ新潟では「農業者の所得増大」「農業生
産の拡大」「地域の活性化」を基本目標とするＪＡ自己改
革を不断の取組みとしていくため、令和4年度から令和6
年度の3年間における農業者への支援パッケージとして、
「にいがた農業応援プログラム」を展開しています。
中でも、柱となる事業の一つである「にいがた農業応
援ファンド」につきまして、令和4年度は、「新潟県園芸振
興基本戦略」の取組みを新潟県および関係機関と一体となって一層推進していくため、「1億円園芸産地チャレンジ事業」の助成枠と助
成率を拡充しました。また、「園芸生産拡大支援事業」および「新規・親元就農応援事業」を継続し、農業者の取組みを支援しています。
令和4年度の事業については、農業者の皆さまより3事業合計で287件・71,627千円の申請をいただきました。
今後も、農業者の取組みを後押しする、より踏み込んだ支援に努めてまいります。

　 にいがた農業応援ファンド取組実績（令和4年度事業）� （単位：件、千円）

事　業　名 申 請 件 数 申　請　額

1億円園芸産地チャレンジ 149 45,200

園芸生産拡大支援（担い手向け） 82 15,227

新規・親元就農応援 56 11,200

合　　計 287 71,627

 農業資金残高（令和4年9月末） （単位：件、百万円）

主　な　資　金
県下ＪＡおよび当会での取扱い

資　金　の　内　容
件　数 残　高

アグリマイティー資金 3,584 17,517 農地取得等、幅広い資金用途に対応できる資金
農業近代化資金 617 4,665 機械・設備の取得等、農業経営の近代化を図るために必要な長期資金
農機具ローン 5,096 7,305 農機具の購入等に必要な資金
担い手支援資金（愛称：アグリＶ） 2,777 7,668 担い手の農業経営に必要な設備・運転資金、農地取得資金
各種災害等資金 1,798 2,895 各種災害や新型コロナウイルス感染症による被害からの復旧、経営の安定化に必要な資金
にいがたアグリビジネスローン 74 943 農業法人、農業関連法人の経営に必要な資金
農業関連系統当座貸越 8 22,487 農産物販売代金の決済に至るまでのつなぎ資金
スーパーＬ資金 835 6,062 認定農業者の経営改善に必要な長期資金
その他農業資金 1,674 4,424

合　　　計 16,463 73,970

女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の概要
計画期間 令和4年4月1日～令和8年3月31日（4年間）

目　　標 管理職に占める女性労働者の割合を�20％以上とする。

取組内容
・女性職員の管理職登用を積極的に推進する。
・�キャリア形成の支援体制を構築するとともに、能動的に学べる研修体系やセミナー派遣等の自己啓発機会の
整備を行う。

女性の活躍に関する情報公表

育児休業取得率
（正職員）

令和2年度 令和3年度
男性 女性 男性 女性

62.5％ 100.0％ 50.0％ 対象者なし
2022年秋号

■ 環境・社会課題への責任
● 『「小児がん」の子どもによりそう定期貯金』の受入れを通じた支援団体への寄付金贈呈
ＪＡバンク新潟では、貯金の受入れを通じた小児がん患者への支援を目的として、『「小児がん」の子どもによりそう
定期貯金』（ゴールドリボン定期貯金）を取り扱っています。
令和4年度は、本定期貯金残高の0.05%相当額を、認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクトへ寄付いた

します。
寄付金は、技能習得や就職支援等、小児がん経験者の経済的自立を支援する活動に役立てられます。

● 環境負荷軽減の取組み（節電、クールビズ、ペーパーレス化、カーボン・オフセットなど）
ＪＡ新潟ビル内の節電対応をはじめ、クールビズ、各種資料のペーパーレス化等、環境保全を意識した取組みを積極的に行ってい
ます。
また、地球温暖化防止や、地域の森林整備等の促進、豊かな自然環境の保全を支援することを目的に、カーボン・オフセット※にも取り組
んでいます。
地域社会を構成する一員として、今後も環境負荷軽減の取組みを進めてまいります。
※カーボン・オフセットとは、くらしの中で出てしまうCO2を、森林整備等CO2吸収活動の支援により埋め合わせることです。

● 次世代育成支援対策推進法認定マーク（愛称「くるみん」）の取得
新潟労働局より次世代育成支援対策推進法に基づく「子育てサポート企業」として認定され、認定マーク

「くるみん」※を取得しています。
※�「くるみん」認定は、仕事と子育てを両立できる雇用環境の整備を行動計画として策定・実施し、その計画
目標を達成する等、一定の基準を満たした企業に与えられるものです。

● 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の策定
多くの女性が、幅広く活躍し、長く勤められる雇用環境の整備に取り組んでいます。

JAバンク新潟 検索 スマホ等は
コチラから ▶詳しくは、お近くのJAバンク窓口でおたずねください。

ホームページでもご案内しております。

「小児がん」の子どもによりそう

10万円以上かつ1年以上の定期貯金をお預け入れいただくと、
JAバンク新潟が令和5年1月31日現在の本定期貯金残高の0.05%相当額
（例：お預け入れ金額10万円の場合、50円）を

※個人のお客様のみお預け入れいただけます。
※寄付について、お客様のご負担はございません。

認定NPO法人
ハートリンクワーキングプロジェクト
に寄付いたします。

認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクトとは？
就労の機会に恵まれない小児がん経験者に、社会とのつながりを持ち、働きながら
社会へ通用する能力・知識・技術等を習得してもらい、自立した社会生活を営むこと
ができるように支援していくことを目的として活動している団体です。

※ご契約時にお渡しいたします。
※写真はイメージです。

100万円以上
お預け入れいただいた方に

をプレゼント!

ゴールドリボン
ピンバッジ

※取扱期間内でも、募集金額（県内合計30億円）に達した
　翌々営業日をもって募集を終了させていただきます。

令和4年4月1日 
▶ 令和5年1月31日火

金

取扱期間

※取扱期間内でも、上記募集金額に達した翌々営業日をもって募集を終了させていただきます。
令和4年4月1日㈮ ～ 令和5年1月31日㈫

●スーパー定期貯金〈単利型〉、大口定期貯金　1年、2年、3年、4年、5年、7年、10年
　(元金または元利金自動継続) 
●スーパー定期貯金〈複利型〉　3年、4年、5年、7年、10年(元金または元利金自動継続)

［商品名］

［募集金額］

［取扱期間］

［ご利用いただける方］

［貯金の種類］

［預入期間］

令和4年度「小児がん」の子どもによりそう定期貯金（ゴールドリボン定期貯金）

県内合計30億円

個人の方

スーパー定期貯金〈単利型〉・〈複利型〉、大口定期貯金

［預入金額］ ●スーパー定期貯金〈単利型〉　10万円以上1,000万円未満※

●スーパー定期貯金〈複利型〉　10万円以上※　●大口定期貯金　1,000万円以上※

※新規お預け入れに限ります。

※JAバンク新潟県信連ではお取扱いしておりません。

［適用金利］

［中途解約時の取扱い］

［寄付］

預入期間および預入金額に応じたスーパー定期貯金または大口定期貯金の店頭表示金利

満期日前に解約する場合は、当JA所定の中途解約利率が適用になります。

［主な活動内容］ ○小児がん経験者の職業訓練ならびに自立支援事業　○小児がん啓発事業
○小児がんフォローアップ研究事業

●令和5年1月31日現在の本定期貯金残高の0.05％に相当する金額を、ＪＡバンク新潟が寄付
します。（寄付は令和5年3月の1回のみとなります。） 
●寄付先 ［団体名］認定NPO法人 ハートリンクワーキングプロジェクト
　　　　 ［所在地］新潟県新潟市中央区万代3-1-1 メディアシップ1階

※お客様のご負担はございません。

認定NPO法人
ハートリンク
ワーキングプロジェクト
http://cchlwp.com

■ 有価証券等時価情報
● 有価証券 （単位：百万円）

区　　分
令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額
満期保有目的 － － － － － － － － －
そ の 他 522,795 552,188 29,393 529,617 548,166 18,549 538,900 543,417 4,517
合　計 522,795 552,188 29,393 529,617 548,166 18,549 538,900 543,417 4,517

（注）
・�有価証券の時価は、各基準日にお
ける市場価格等に基づいて算出し
ています。
・�取得価額は、その他有価証券につ
いては償却原価適用後、減損後の
帳簿価額を記載しています。

● 金銭の信託 （単位：百万円）

区　　分
令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額
運用目的 464 404 △59 464 404 △59 463 403 △59
そ の 他 78,495 79,566 1,071 84,958 86,819 1,860 93,078 94,097 1,018
合　計 78,959 79,970 1,011 85,423 87,224 1,800 93,542 94,500 958

（注）
・�金銭の信託の時価は、各基準日における
市場価格等に基づいて算出しています。
・�取得価額は、運用目的金銭の信託に
ついては取得価額を、その他金銭の
信託については償却原価適用後、減
損後の帳簿価額を記載しています。
・�運用目的金銭の信託の評価差額
は、当期の損益に含めています。

※本資料の記載金額は、原則として単位未満を切り捨てて表示しています。そのため、合計欄、増減欄等が一致しないことがあります。



■ 不良債権の状況
● 農協法および金融再生法に基づく開示債権（単体）の推移
� （単位：百万円、％）

債 権 区 分 令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末
破産更生債権及び
これらに準ずる債権� ① 10 10 45
危　険　債　権　② 749 738 702
要 管 理 債 権　③ － － －
（うち三月以上延滞債権） （－） （－） （－）
（うち貸出条件緩和債権） （－） （－） （－）
小　計（①+②+③=A） 760 749 748
正　常　債　権　④ 264,311 268,074 273,045
債権額合計（A+④=B） 265,071 268,823 273,793
不良債権比率（A÷B×100） 0.28 0.27 0.27

・�正常債権額が増加した一方、不良債権額は減少しましたが、不良債権比率は前年度末と同率の
0.27％となりました。

令和4年
9月末

令和3年
9月末

令和4年
3月末

合計
760

合計
748

合計
749

451010

破産更生等債権

危険債権

SDGsの達成に向けた取組み
当会は、将来にわたり、経営理念に掲げる「新潟県農業の振興および農家経済の安定・向上、地域社会の発展」を実現していくととも

に、環境・社会課題への責任を果たしていくため、また、目まぐるしい環境の変化に適応すべく、組織として変革・挑戦し続けていくため、
2030年に向けた「長期ビジョン」を策定し、SDGs宣言を行っています。
SDGsの達成に向け、３つの重点項目において各種取組みの着実な実践を図るとともに、新たな取組みについても積極的に展開して

まいります。

事業の概況
■ 主要勘定の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

貯 金 1,859,837 1,838,142 1,845,942
貸 出 金 261,413 265,136 270,409
預 け 金 1,081,229 1,039,673 1,024,085
有 価 証 券 552,188 548,166 543,417
金銭の信託 79,970 87,224 94,500
・�貯金残高は、JAからの貯金の減少により、前年同期比138億円、0.74％の減少となりま
した。
・�貸出金残高は、金融仲介機能の発揮に向けて積極的な融資伸長に取り組んだ結果、
前年同期比89億円、3.44％の増加となりました。
・�有価証券および金銭の信託の残高は、低金利環境が継続するなか、リスク管理と収益性に
留意しつつ分散投資を行った結果、合計で前年同期比57億円、0.91％の増加となりました。

■ 収益等の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月期
（半期）

令和4年3月期
（通期）

令和4年9月期
（半期）

経 常 収 益 10,622 18,442 10,843
経 常 費 用 6,877 13,754 7,126
経 常 利 益 3,744 4,688 3,716
当期剰余金 2,908 4,168 2,856
・�厳しい運用環境下においてもリスク管理に留意しつつ、効率的な分散投資に努めた結
果、経常収益は増加したものの、市場関連費用の増加等により経常費用も増加したこ
とから、経常利益は、前年同期比0.2億円、0.74％減少の37億円となりました。
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９月末
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■ 単体自己資本比率の推移
� （単位：百万円、％）

令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

自 己 資 本 額 🄐🄐 164,281 160,704 163,478
リスク・アセット🄑🄑 1,224,735 1,248,857 1,290,014
自己資本比率＝🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐 13.41 12.86 12.67
・�市場運用の拡大に伴うリスク・アセットの増加を主要因に、自己資本比率は、前年度末
比0.19ポイント低下し、12.67％となりました。
・�国内基準（4％）および国際統一基準（8％）を上回り、高い安全性・健全性を維持してい
ます。

８％

令和4年
3月末

令和4年
9月末

自己資本比率

12.86％ 12.67％13.41％

令和3年
9月末

令和4年
9月期（半期）

事業純益

コア事業純益
（投資信託解約損益を除く）令和3年

9月期（半期）
令和4年
3月期（通期）

２，５１５
２，６９１
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１，９８３

２，５００
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実質事業純益

コア事業純益

２，６９１
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■ 事業純益の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月期
（半期）

令和4年3月期
（通期）

令和4年9月期
（半期）

事 業 純 益 2,691 2,515 1,983
実 質 事 業 純 益 2,691 2,515 1,983
コ ア 事 業 純 益 2,152 2,180 1,960
コ ア 事 業 純 益
（投資信託解約損益を除く） 2,246 2,500 2,053

・�国債等債券関係損益の減少を主因に事業粗利益が減少したこと等から、実質事業純
益は、前年同期比7億円、26.30％減少の19億円、国債等債券関係損益を除いたコア
事業純益は、同1億円、8.95％減少の19億円となりました。

（注）1.��事業純益＝事業収益－（事業費用－金銭の信託運用見合費用）－一般貸倒引当金繰入額
　　2.実質事業純益＝事業純益＋一般貸倒引当金繰入額
　　3.コア事業純益＝実質事業純益－国債等債券関係損益※
　　※�国債等債券関係損益は、国債等債券売却益、国債等債券償還益、国債等債券

売却損、国債等債券償還損、国債等債券償却を通算した損益です。

● 自己査定・保全の状況と開示債権　（令和4年9月末）
　　厳格な自己査定を実施し、担保・保証等による保全のない部分に対しては適正な償却・引当等を行うなど、資産の健全性の確保に努めています。
� （単位：百万円、％）

自己査定と保全の状況 開示債権
債務者区分 残　高A 担保等保全額B 貸倒引当金C 保全率（B+C）÷A 区　分 残　高
破　綻　先 0 － 0 100.00 破産更生債権及び

これらに準ずる債権 45
実質破綻先 44 8 36 100.00
破綻懸念先 702 151 533 97.53 危 険 債 権 702

要
注
意
先

（うち　　�　要管理債権） （－） （－） （－） （－）
要管理債権 －

（うち三月以上延滞債権） （－）
（うち貸出条件緩和債権） （－）

要管理先 － － － － 小　　計 748
そ の 他
要注意先 8,916

正 常 債 権 273,045正　常　先
（地公体等を含む） 264,128
合　　計 273,793 合　　計 273,793

（注）令和4年9月末の計数は、次の方法により算出しています。
　　１．各債権区分額は、令和4年3月末時点の債権額を基準として、令和4年9月末時点の残高に修正しています。
　　２．令和4年3月末から令和4年9月末までの間に債務者区分の変更が必要と認識した先については、9月末時点の債務者の状況に基づき債権区分を変更しています。

・�「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生
手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およ
びこれらに準ずる債権です。
・�「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経
営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収および利息の受取りができない
可能性の高い債権です。

・�「要管理債権」とは、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」以
外の、三月以上延滞債権および貸出条件緩和債権です。
・�「正常債権」とは、債務者の財政状態および経営成績に特に問題がない、｢破産更生
債権及びこれらに準ずる債権｣｢危険債権｣｢要管理債権｣以外の債権です。

農協法および金融再生法に基づく開示債権について

■ 地域農業・経済の持続的発展
● 地域農業活性化のための金融支援
JAバンク新潟では、農業者向け資金を幅広くご用意し、新潟県農業の発展を多面的に支援しています。農業者に対する金融面での
支援強化として、農業者向け資金に広く利子補給や保証料助成事業を実施し、実質金利負担の軽減を図るとともに、農業法人育成の
ための資本供与の仕組みである「アグリシードファンド」や「担い手経営体応援ファンド」、「プロパー投資」による出資の提案など、多様な
ニーズにお応えしています。
令和４年度は、農業資金の借入れにかかる保証料助成および「担い手支援資金（愛称：アグリV）」の取扱いを継続しています。また、

「新型コロナウイルス感染症緊急対策資金」の取扱いを継続するとともに、大雨により被害を受けた農業者を支援する「令和４年度災害
復旧支援資金」や原油価格・農業資材価格等高騰に伴い影響を受ける農業者を支援する「令和４年度原油価格・農業資材価格等高
騰緊急対策資金」を創設するなど、農業専門金融機関として農業者に対する円滑・迅速なサービスの提供に努めています。
今後も、新潟県における農業メインバンクとして、農業者の皆さまを幅広く支援してまいります。

■ 地域社会の活性化
● ＪＡバンク新潟食農教育応援事業
ＪＡバンク新潟では、平成20年度より食農教育を通じて、子どもの農業に対する理解の深耕を図り、地域
の発展に貢献することを目的に「新潟県ＪＡバンク食農教育応援事業」を展開しています。
当事業では、ＪＡ等が行う食農教育にかかる活動費用を助成しており、県内ＪＡが当事業を活用し各地で食
農教育活動を行っています。
また、当事業の一環として、子どもたちが食と環境と農業への理解を深めるきっかけとなることを願い、小学
校高学年を主な対象として「農業とわたしたちのくらし」と題した食農教育の補助教材本を県下の全小学校
に贈呈しています。

● フードバンクへの食品の寄贈
食べ物が無駄なく消費され、誰もが食を分かち合える、心豊かな社会づくりを目指す「フードバンクにいがた」の活動に賛同し、災害備蓄
用食品のアルファ米や、インスタント食品・調味料等を寄贈しています。

● 農商工連携・6次産業化への取組み
農商工連携推進の一環として、フリーペーパー形式の情報誌「Ｓｏｌｅ（そーれ）!にいがた」を発
行しています。
この情報誌では、「農・商・工をつないでみんなでつくる新潟の元気！」を合言葉に、県内の農業や
産業に関する幅広い情報の提供により、農業生産者・ＪＡグループと地域の企業、さらには広く地
域の皆さまとの結び付きを強め、新たなビジネスチャンスを創出するきっかけづくりを目指しています。
※�「Sole!�にいがた」は、当会ホームページでご覧いただけるほか、県内のＪＡ窓口や直売所、
道の駅、スーパー等で無料配布しています。
※バックナンバーも、当会ホームページでご覧いただけます。

● 「にいがた農業応援ファンド」の取組み
ＪＡグループ新潟では「農業者の所得増大」「農業生
産の拡大」「地域の活性化」を基本目標とするＪＡ自己改
革を不断の取組みとしていくため、令和4年度から令和6
年度の3年間における農業者への支援パッケージとして、
「にいがた農業応援プログラム」を展開しています。
中でも、柱となる事業の一つである「にいがた農業応
援ファンド」につきまして、令和4年度は、「新潟県園芸振
興基本戦略」の取組みを新潟県および関係機関と一体となって一層推進していくため、「1億円園芸産地チャレンジ事業」の助成枠と助
成率を拡充しました。また、「園芸生産拡大支援事業」および「新規・親元就農応援事業」を継続し、農業者の取組みを支援しています。
令和4年度の事業については、農業者の皆さまより3事業合計で287件・71,627千円の申請をいただきました。
今後も、農業者の取組みを後押しする、より踏み込んだ支援に努めてまいります。

　 にいがた農業応援ファンド取組実績（令和4年度事業）� （単位：件、千円）

事　業　名 申 請 件 数 申　請　額

1億円園芸産地チャレンジ 149 45,200

園芸生産拡大支援（担い手向け） 82 15,227

新規・親元就農応援 56 11,200

合　　計 287 71,627

 農業資金残高（令和4年9月末） （単位：件、百万円）

主　な　資　金
県下ＪＡおよび当会での取扱い

資　金　の　内　容
件　数 残　高

アグリマイティー資金 3,584 17,517 農地取得等、幅広い資金用途に対応できる資金
農業近代化資金 617 4,665 機械・設備の取得等、農業経営の近代化を図るために必要な長期資金
農機具ローン 5,096 7,305 農機具の購入等に必要な資金
担い手支援資金（愛称：アグリＶ） 2,777 7,668 担い手の農業経営に必要な設備・運転資金、農地取得資金
各種災害等資金 1,798 2,895 各種災害や新型コロナウイルス感染症による被害からの復旧、経営の安定化に必要な資金
にいがたアグリビジネスローン 74 943 農業法人、農業関連法人の経営に必要な資金
農業関連系統当座貸越 8 22,487 農産物販売代金の決済に至るまでのつなぎ資金
スーパーＬ資金 835 6,062 認定農業者の経営改善に必要な長期資金
その他農業資金 1,674 4,424

合　　　計 16,463 73,970

女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の概要
計画期間 令和4年4月1日～令和8年3月31日（4年間）

目　　標 管理職に占める女性労働者の割合を�20％以上とする。

取組内容
・女性職員の管理職登用を積極的に推進する。
・�キャリア形成の支援体制を構築するとともに、能動的に学べる研修体系やセミナー派遣等の自己啓発機会の
整備を行う。

女性の活躍に関する情報公表

育児休業取得率
（正職員）

令和2年度 令和3年度
男性 女性 男性 女性

62.5％ 100.0％ 50.0％ 対象者なし
2022年秋号

■ 環境・社会課題への責任
● 『「小児がん」の子どもによりそう定期貯金』の受入れを通じた支援団体への寄付金贈呈
ＪＡバンク新潟では、貯金の受入れを通じた小児がん患者への支援を目的として、『「小児がん」の子どもによりそう
定期貯金』（ゴールドリボン定期貯金）を取り扱っています。
令和4年度は、本定期貯金残高の0.05%相当額を、認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクトへ寄付いた

します。
寄付金は、技能習得や就職支援等、小児がん経験者の経済的自立を支援する活動に役立てられます。

● 環境負荷軽減の取組み（節電、クールビズ、ペーパーレス化、カーボン・オフセットなど）
ＪＡ新潟ビル内の節電対応をはじめ、クールビズ、各種資料のペーパーレス化等、環境保全を意識した取組みを積極的に行ってい
ます。
また、地球温暖化防止や、地域の森林整備等の促進、豊かな自然環境の保全を支援することを目的に、カーボン・オフセット※にも取り組
んでいます。
地域社会を構成する一員として、今後も環境負荷軽減の取組みを進めてまいります。
※カーボン・オフセットとは、くらしの中で出てしまうCO2を、森林整備等CO2吸収活動の支援により埋め合わせることです。

● 次世代育成支援対策推進法認定マーク（愛称「くるみん」）の取得
新潟労働局より次世代育成支援対策推進法に基づく「子育てサポート企業」として認定され、認定マーク

「くるみん」※を取得しています。
※�「くるみん」認定は、仕事と子育てを両立できる雇用環境の整備を行動計画として策定・実施し、その計画
目標を達成する等、一定の基準を満たした企業に与えられるものです。

● 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の策定
多くの女性が、幅広く活躍し、長く勤められる雇用環境の整備に取り組んでいます。

JAバンク新潟 検索 スマホ等は
コチラから ▶詳しくは、お近くのJAバンク窓口でおたずねください。

ホームページでもご案内しております。

「小児がん」の子どもによりそう

10万円以上かつ1年以上の定期貯金をお預け入れいただくと、
JAバンク新潟が令和5年1月31日現在の本定期貯金残高の0.05%相当額
（例：お預け入れ金額10万円の場合、50円）を

※個人のお客様のみお預け入れいただけます。
※寄付について、お客様のご負担はございません。

認定NPO法人
ハートリンクワーキングプロジェクト
に寄付いたします。

認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクトとは？
就労の機会に恵まれない小児がん経験者に、社会とのつながりを持ち、働きながら
社会へ通用する能力・知識・技術等を習得してもらい、自立した社会生活を営むこと
ができるように支援していくことを目的として活動している団体です。

※ご契約時にお渡しいたします。
※写真はイメージです。

100万円以上
お預け入れいただいた方に

をプレゼント!

ゴールドリボン
ピンバッジ

※取扱期間内でも、募集金額（県内合計30億円）に達した
　翌々営業日をもって募集を終了させていただきます。

令和4年4月1日 
▶ 令和5年1月31日火

金

取扱期間

※取扱期間内でも、上記募集金額に達した翌々営業日をもって募集を終了させていただきます。
令和4年4月1日㈮ ～ 令和5年1月31日㈫

●スーパー定期貯金〈単利型〉、大口定期貯金　1年、2年、3年、4年、5年、7年、10年
　(元金または元利金自動継続) 
●スーパー定期貯金〈複利型〉　3年、4年、5年、7年、10年(元金または元利金自動継続)

［商品名］

［募集金額］

［取扱期間］

［ご利用いただける方］

［貯金の種類］

［預入期間］

令和4年度「小児がん」の子どもによりそう定期貯金（ゴールドリボン定期貯金）

県内合計30億円

個人の方

スーパー定期貯金〈単利型〉・〈複利型〉、大口定期貯金

［預入金額］ ●スーパー定期貯金〈単利型〉　10万円以上1,000万円未満※

●スーパー定期貯金〈複利型〉　10万円以上※　●大口定期貯金　1,000万円以上※

※新規お預け入れに限ります。

※JAバンク新潟県信連ではお取扱いしておりません。

［適用金利］

［中途解約時の取扱い］

［寄付］

預入期間および預入金額に応じたスーパー定期貯金または大口定期貯金の店頭表示金利

満期日前に解約する場合は、当JA所定の中途解約利率が適用になります。

［主な活動内容］ ○小児がん経験者の職業訓練ならびに自立支援事業　○小児がん啓発事業
○小児がんフォローアップ研究事業

●令和5年1月31日現在の本定期貯金残高の0.05％に相当する金額を、ＪＡバンク新潟が寄付
します。（寄付は令和5年3月の1回のみとなります。） 
●寄付先 ［団体名］認定NPO法人 ハートリンクワーキングプロジェクト
　　　　 ［所在地］新潟県新潟市中央区万代3-1-1 メディアシップ1階

※お客様のご負担はございません。

認定NPO法人
ハートリンク
ワーキングプロジェクト
http://cchlwp.com

■ 有価証券等時価情報
● 有価証券 （単位：百万円）

区　　分
令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額
満期保有目的 － － － － － － － － －
そ の 他 522,795 552,188 29,393 529,617 548,166 18,549 538,900 543,417 4,517
合　計 522,795 552,188 29,393 529,617 548,166 18,549 538,900 543,417 4,517

（注）
・�有価証券の時価は、各基準日にお
ける市場価格等に基づいて算出し
ています。
・�取得価額は、その他有価証券につ
いては償却原価適用後、減損後の
帳簿価額を記載しています。

● 金銭の信託 （単位：百万円）

区　　分
令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額
運用目的 464 404 △59 464 404 △59 463 403 △59
そ の 他 78,495 79,566 1,071 84,958 86,819 1,860 93,078 94,097 1,018
合　計 78,959 79,970 1,011 85,423 87,224 1,800 93,542 94,500 958

（注）
・�金銭の信託の時価は、各基準日における
市場価格等に基づいて算出しています。
・�取得価額は、運用目的金銭の信託に
ついては取得価額を、その他金銭の
信託については償却原価適用後、減
損後の帳簿価額を記載しています。
・�運用目的金銭の信託の評価差額
は、当期の損益に含めています。

※本資料の記載金額は、原則として単位未満を切り捨てて表示しています。そのため、合計欄、増減欄等が一致しないことがあります。



■ 不良債権の状況
● 農協法および金融再生法に基づく開示債権（単体）の推移
� （単位：百万円、％）

債 権 区 分 令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末
破産更生債権及び
これらに準ずる債権� ① 10 10 45
危　険　債　権　② 749 738 702
要 管 理 債 権　③ － － －
（うち三月以上延滞債権） （－） （－） （－）
（うち貸出条件緩和債権） （－） （－） （－）
小　計（①+②+③=A） 760 749 748
正　常　債　権　④ 264,311 268,074 273,045
債権額合計（A+④=B） 265,071 268,823 273,793
不良債権比率（A÷B×100） 0.28 0.27 0.27

・�正常債権額が増加した一方、不良債権額は減少しましたが、不良債権比率は前年度末と同率の
0.27％となりました。

令和4年
9月末

令和3年
9月末

令和4年
3月末

合計
760

合計
748

合計
749

451010

破産更生等債権

危険債権

SDGsの達成に向けた取組み
当会は、将来にわたり、経営理念に掲げる「新潟県農業の振興および農家経済の安定・向上、地域社会の発展」を実現していくととも

に、環境・社会課題への責任を果たしていくため、また、目まぐるしい環境の変化に適応すべく、組織として変革・挑戦し続けていくため、
2030年に向けた「長期ビジョン」を策定し、SDGs宣言を行っています。
SDGsの達成に向け、３つの重点項目において各種取組みの着実な実践を図るとともに、新たな取組みについても積極的に展開して

まいります。

事業の概況
■ 主要勘定の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

貯 金 1,859,837 1,838,142 1,845,942
貸 出 金 261,413 265,136 270,409
預 け 金 1,081,229 1,039,673 1,024,085
有 価 証 券 552,188 548,166 543,417
金銭の信託 79,970 87,224 94,500
・�貯金残高は、JAからの貯金の減少により、前年同期比138億円、0.74％の減少となりま
した。
・�貸出金残高は、金融仲介機能の発揮に向けて積極的な融資伸長に取り組んだ結果、
前年同期比89億円、3.44％の増加となりました。
・�有価証券および金銭の信託の残高は、低金利環境が継続するなか、リスク管理と収益性に
留意しつつ分散投資を行った結果、合計で前年同期比57億円、0.91％の増加となりました。

■ 収益等の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月期
（半期）

令和4年3月期
（通期）

令和4年9月期
（半期）

経 常 収 益 10,622 18,442 10,843
経 常 費 用 6,877 13,754 7,126
経 常 利 益 3,744 4,688 3,716
当期剰余金 2,908 4,168 2,856
・�厳しい運用環境下においてもリスク管理に留意しつつ、効率的な分散投資に努めた結
果、経常収益は増加したものの、市場関連費用の増加等により経常費用も増加したこ
とから、経常利益は、前年同期比0.2億円、0.74％減少の37億円となりました。

令和４年
９月末

貯　金

貸出金

預け金

有価証券

金銭の信託

１，８４５，９４２

２７０，４０９

１，０２４，０８５

５４３，４１７

令和4年
3月末

令和3年
9月末

１，８３８，１４２

２６５，１３６

１，０３９，６７３

５４８，１６６５５２，１８８

７９，９７０ ８７，２２４ ９４，５００
２６１，４１３

１，０８１，２２９

１，８５９，８３７

令和4年
9月期（半期）

経常収益

経常費用

経常利益
令和3年
9月期（半期）

令和4年
3月期（通期）

１８，４４２

１０，６２２

６，８７７

３，７４４

１３，７５４

７，１２６

１０，８４３

４，６８８
３，７１６

■ 単体自己資本比率の推移
� （単位：百万円、％）

令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

自 己 資 本 額 🄐🄐 164,281 160,704 163,478
リスク・アセット🄑🄑 1,224,735 1,248,857 1,290,014
自己資本比率＝🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐 13.41 12.86 12.67
・�市場運用の拡大に伴うリスク・アセットの増加を主要因に、自己資本比率は、前年度末
比0.19ポイント低下し、12.67％となりました。
・�国内基準（4％）および国際統一基準（8％）を上回り、高い安全性・健全性を維持してい
ます。

８％

令和4年
3月末

令和4年
9月末

自己資本比率

12.86％ 12.67％13.41％

令和3年
9月末

令和4年
9月期（半期）

事業純益

コア事業純益
（投資信託解約損益を除く）令和3年

9月期（半期）
令和4年
3月期（通期）

２，５１５
２，６９１

２，５１５

１，９８３

２，５００

１，９６０１，９８３ ２，０５３
２，２４６

実質事業純益

コア事業純益

２，６９１

２，１５２ ２，１８０

■ 事業純益の推移
� （単位：百万円）

令和3年9月期
（半期）

令和4年3月期
（通期）

令和4年9月期
（半期）

事 業 純 益 2,691 2,515 1,983
実 質 事 業 純 益 2,691 2,515 1,983
コ ア 事 業 純 益 2,152 2,180 1,960
コ ア 事 業 純 益
（投資信託解約損益を除く） 2,246 2,500 2,053

・�国債等債券関係損益の減少を主因に事業粗利益が減少したこと等から、実質事業純
益は、前年同期比7億円、26.30％減少の19億円、国債等債券関係損益を除いたコア
事業純益は、同1億円、8.95％減少の19億円となりました。

（注）1.��事業純益＝事業収益－（事業費用－金銭の信託運用見合費用）－一般貸倒引当金繰入額
　　2.実質事業純益＝事業純益＋一般貸倒引当金繰入額
　　3.コア事業純益＝実質事業純益－国債等債券関係損益※
　　※�国債等債券関係損益は、国債等債券売却益、国債等債券償還益、国債等債券

売却損、国債等債券償還損、国債等債券償却を通算した損益です。

● 自己査定・保全の状況と開示債権　（令和4年9月末）
　　厳格な自己査定を実施し、担保・保証等による保全のない部分に対しては適正な償却・引当等を行うなど、資産の健全性の確保に努めています。
� （単位：百万円、％）

自己査定と保全の状況 開示債権
債務者区分 残　高A 担保等保全額B 貸倒引当金C 保全率（B+C）÷A 区　分 残　高
破　綻　先 0 － 0 100.00 破産更生債権及び

これらに準ずる債権 45
実質破綻先 44 8 36 100.00
破綻懸念先 702 151 533 97.53 危 険 債 権 702

要
注
意
先

（うち　　�　要管理債権） （－） （－） （－） （－）
要管理債権 －

（うち三月以上延滞債権） （－）
（うち貸出条件緩和債権） （－）

要管理先 － － － － 小　　計 748
そ の 他
要注意先 8,916

正 常 債 権 273,045正　常　先
（地公体等を含む） 264,128
合　　計 273,793 合　　計 273,793

（注）令和4年9月末の計数は、次の方法により算出しています。
　　１．各債権区分額は、令和4年3月末時点の債権額を基準として、令和4年9月末時点の残高に修正しています。
　　２．令和4年3月末から令和4年9月末までの間に債務者区分の変更が必要と認識した先については、9月末時点の債務者の状況に基づき債権区分を変更しています。

・�「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生
手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およ
びこれらに準ずる債権です。

・�「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経
営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収および利息の受取りができない
可能性の高い債権です。

・�「要管理債権」とは、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」以
外の、三月以上延滞債権および貸出条件緩和債権です。
・�「正常債権」とは、債務者の財政状態および経営成績に特に問題がない、｢破産更生
債権及びこれらに準ずる債権｣｢危険債権｣｢要管理債権｣以外の債権です。

農協法および金融再生法に基づく開示債権について

■ 地域農業・経済の持続的発展
● 地域農業活性化のための金融支援
JAバンク新潟では、農業者向け資金を幅広くご用意し、新潟県農業の発展を多面的に支援しています。農業者に対する金融面での
支援強化として、農業者向け資金に広く利子補給や保証料助成事業を実施し、実質金利負担の軽減を図るとともに、農業法人育成の
ための資本供与の仕組みである「アグリシードファンド」や「担い手経営体応援ファンド」、「プロパー投資」による出資の提案など、多様な
ニーズにお応えしています。
令和４年度は、農業資金の借入れにかかる保証料助成および「担い手支援資金（愛称：アグリV）」の取扱いを継続しています。また、

「新型コロナウイルス感染症緊急対策資金」の取扱いを継続するとともに、大雨により被害を受けた農業者を支援する「令和４年度災害
復旧支援資金」や原油価格・農業資材価格等高騰に伴い影響を受ける農業者を支援する「令和４年度原油価格・農業資材価格等高
騰緊急対策資金」を創設するなど、農業専門金融機関として農業者に対する円滑・迅速なサービスの提供に努めています。
今後も、新潟県における農業メインバンクとして、農業者の皆さまを幅広く支援してまいります。

■ 地域社会の活性化
● ＪＡバンク新潟食農教育応援事業
ＪＡバンク新潟では、平成20年度より食農教育を通じて、子どもの農業に対する理解の深耕を図り、地域
の発展に貢献することを目的に「新潟県ＪＡバンク食農教育応援事業」を展開しています。
当事業では、ＪＡ等が行う食農教育にかかる活動費用を助成しており、県内ＪＡが当事業を活用し各地で食
農教育活動を行っています。
また、当事業の一環として、子どもたちが食と環境と農業への理解を深めるきっかけとなることを願い、小学
校高学年を主な対象として「農業とわたしたちのくらし」と題した食農教育の補助教材本を県下の全小学校
に贈呈しています。

● フードバンクへの食品の寄贈
食べ物が無駄なく消費され、誰もが食を分かち合える、心豊かな社会づくりを目指す「フードバンクにいがた」の活動に賛同し、災害備蓄
用食品のアルファ米や、インスタント食品・調味料等を寄贈しています。

● 農商工連携・6次産業化への取組み
農商工連携推進の一環として、フリーペーパー形式の情報誌「Ｓｏｌｅ（そーれ）!にいがた」を発
行しています。
この情報誌では、「農・商・工をつないでみんなでつくる新潟の元気！」を合言葉に、県内の農業や
産業に関する幅広い情報の提供により、農業生産者・ＪＡグループと地域の企業、さらには広く地
域の皆さまとの結び付きを強め、新たなビジネスチャンスを創出するきっかけづくりを目指しています。
※�「Sole!�にいがた」は、当会ホームページでご覧いただけるほか、県内のＪＡ窓口や直売所、
道の駅、スーパー等で無料配布しています。
※バックナンバーも、当会ホームページでご覧いただけます。

● 「にいがた農業応援ファンド」の取組み
ＪＡグループ新潟では「農業者の所得増大」「農業生
産の拡大」「地域の活性化」を基本目標とするＪＡ自己改
革を不断の取組みとしていくため、令和4年度から令和6
年度の3年間における農業者への支援パッケージとして、
「にいがた農業応援プログラム」を展開しています。
中でも、柱となる事業の一つである「にいがた農業応
援ファンド」につきまして、令和4年度は、「新潟県園芸振
興基本戦略」の取組みを新潟県および関係機関と一体となって一層推進していくため、「1億円園芸産地チャレンジ事業」の助成枠と助
成率を拡充しました。また、「園芸生産拡大支援事業」および「新規・親元就農応援事業」を継続し、農業者の取組みを支援しています。
令和4年度の事業については、農業者の皆さまより3事業合計で287件・71,627千円の申請をいただきました。
今後も、農業者の取組みを後押しする、より踏み込んだ支援に努めてまいります。

　 にいがた農業応援ファンド取組実績（令和4年度事業）� （単位：件、千円）

事　業　名 申 請 件 数 申　請　額

1億円園芸産地チャレンジ 149 45,200

園芸生産拡大支援（担い手向け） 82 15,227

新規・親元就農応援 56 11,200

合　　計 287 71,627

 農業資金残高（令和4年9月末） （単位：件、百万円）

主　な　資　金
県下ＪＡおよび当会での取扱い

資　金　の　内　容
件　数 残　高

アグリマイティー資金 3,584 17,517 農地取得等、幅広い資金用途に対応できる資金
農業近代化資金 617 4,665 機械・設備の取得等、農業経営の近代化を図るために必要な長期資金
農機具ローン 5,096 7,305 農機具の購入等に必要な資金
担い手支援資金（愛称：アグリＶ） 2,777 7,668 担い手の農業経営に必要な設備・運転資金、農地取得資金
各種災害等資金 1,798 2,895 各種災害や新型コロナウイルス感染症による被害からの復旧、経営の安定化に必要な資金
にいがたアグリビジネスローン 74 943 農業法人、農業関連法人の経営に必要な資金
農業関連系統当座貸越 8 22,487 農産物販売代金の決済に至るまでのつなぎ資金
スーパーＬ資金 835 6,062 認定農業者の経営改善に必要な長期資金
その他農業資金 1,674 4,424

合　　　計 16,463 73,970

女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の概要
計画期間 令和4年4月1日～令和8年3月31日（4年間）

目　　標 管理職に占める女性労働者の割合を�20％以上とする。

取組内容
・女性職員の管理職登用を積極的に推進する。
・�キャリア形成の支援体制を構築するとともに、能動的に学べる研修体系やセミナー派遣等の自己啓発機会の
整備を行う。

女性の活躍に関する情報公表

育児休業取得率
（正職員）

令和2年度 令和3年度
男性 女性 男性 女性

62.5％ 100.0％ 50.0％ 対象者なし
2022年秋号

■ 環境・社会課題への責任
● 『「小児がん」の子どもによりそう定期貯金』の受入れを通じた支援団体への寄付金贈呈
ＪＡバンク新潟では、貯金の受入れを通じた小児がん患者への支援を目的として、『「小児がん」の子どもによりそう
定期貯金』（ゴールドリボン定期貯金）を取り扱っています。
令和4年度は、本定期貯金残高の0.05%相当額を、認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクトへ寄付いた

します。
寄付金は、技能習得や就職支援等、小児がん経験者の経済的自立を支援する活動に役立てられます。

● 環境負荷軽減の取組み（節電、クールビズ、ペーパーレス化、カーボン・オフセットなど）
ＪＡ新潟ビル内の節電対応をはじめ、クールビズ、各種資料のペーパーレス化等、環境保全を意識した取組みを積極的に行ってい
ます。
また、地球温暖化防止や、地域の森林整備等の促進、豊かな自然環境の保全を支援することを目的に、カーボン・オフセット※にも取り組
んでいます。
地域社会を構成する一員として、今後も環境負荷軽減の取組みを進めてまいります。
※カーボン・オフセットとは、くらしの中で出てしまうCO2を、森林整備等CO2吸収活動の支援により埋め合わせることです。

● 次世代育成支援対策推進法認定マーク（愛称「くるみん」）の取得
新潟労働局より次世代育成支援対策推進法に基づく「子育てサポート企業」として認定され、認定マーク

「くるみん」※を取得しています。
※�「くるみん」認定は、仕事と子育てを両立できる雇用環境の整備を行動計画として策定・実施し、その計画
目標を達成する等、一定の基準を満たした企業に与えられるものです。

● 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の策定
多くの女性が、幅広く活躍し、長く勤められる雇用環境の整備に取り組んでいます。

JAバンク新潟 検索 スマホ等は
コチラから ▶詳しくは、お近くのJAバンク窓口でおたずねください。

ホームページでもご案内しております。

「小児がん」の子どもによりそう

10万円以上かつ1年以上の定期貯金をお預け入れいただくと、
JAバンク新潟が令和5年1月31日現在の本定期貯金残高の0.05%相当額
（例：お預け入れ金額10万円の場合、50円）を

※個人のお客様のみお預け入れいただけます。
※寄付について、お客様のご負担はございません。

認定NPO法人
ハートリンクワーキングプロジェクト
に寄付いたします。

認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクトとは？
就労の機会に恵まれない小児がん経験者に、社会とのつながりを持ち、働きながら
社会へ通用する能力・知識・技術等を習得してもらい、自立した社会生活を営むこと
ができるように支援していくことを目的として活動している団体です。

※ご契約時にお渡しいたします。
※写真はイメージです。

100万円以上
お預け入れいただいた方に

をプレゼント!

ゴールドリボン
ピンバッジ

※取扱期間内でも、募集金額（県内合計30億円）に達した
　翌々営業日をもって募集を終了させていただきます。

令和4年4月1日 
▶ 令和5年1月31日火

金

取扱期間

※取扱期間内でも、上記募集金額に達した翌々営業日をもって募集を終了させていただきます。
令和4年4月1日㈮ ～ 令和5年1月31日㈫

●スーパー定期貯金〈単利型〉、大口定期貯金　1年、2年、3年、4年、5年、7年、10年
　(元金または元利金自動継続) 
●スーパー定期貯金〈複利型〉　3年、4年、5年、7年、10年(元金または元利金自動継続)

［商品名］

［募集金額］

［取扱期間］

［ご利用いただける方］

［貯金の種類］

［預入期間］

令和4年度「小児がん」の子どもによりそう定期貯金（ゴールドリボン定期貯金）

県内合計30億円

個人の方

スーパー定期貯金〈単利型〉・〈複利型〉、大口定期貯金

［預入金額］ ●スーパー定期貯金〈単利型〉　10万円以上1,000万円未満※

●スーパー定期貯金〈複利型〉　10万円以上※　●大口定期貯金　1,000万円以上※

※新規お預け入れに限ります。

※JAバンク新潟県信連ではお取扱いしておりません。

［適用金利］

［中途解約時の取扱い］

［寄付］

預入期間および預入金額に応じたスーパー定期貯金または大口定期貯金の店頭表示金利

満期日前に解約する場合は、当JA所定の中途解約利率が適用になります。

［主な活動内容］ ○小児がん経験者の職業訓練ならびに自立支援事業　○小児がん啓発事業
○小児がんフォローアップ研究事業

●令和5年1月31日現在の本定期貯金残高の0.05％に相当する金額を、ＪＡバンク新潟が寄付
します。（寄付は令和5年3月の1回のみとなります。） 
●寄付先 ［団体名］認定NPO法人 ハートリンクワーキングプロジェクト
　　　　 ［所在地］新潟県新潟市中央区万代3-1-1 メディアシップ1階

※お客様のご負担はございません。

認定NPO法人
ハートリンク
ワーキングプロジェクト
http://cchlwp.com

■ 有価証券等時価情報
● 有価証券 （単位：百万円）

区　　分
令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額
満期保有目的 － － － － － － － － －
そ の 他 522,795 552,188 29,393 529,617 548,166 18,549 538,900 543,417 4,517
合　計 522,795 552,188 29,393 529,617 548,166 18,549 538,900 543,417 4,517

（注）
・�有価証券の時価は、各基準日にお
ける市場価格等に基づいて算出し
ています。
・�取得価額は、その他有価証券につ
いては償却原価適用後、減損後の
帳簿価額を記載しています。

● 金銭の信託 （単位：百万円）

区　　分
令和3年9月末 令和4年3月末 令和4年9月末

取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額 取得価額 時　　価 差　額
運用目的 464 404 △59 464 404 △59 463 403 △59
そ の 他 78,495 79,566 1,071 84,958 86,819 1,860 93,078 94,097 1,018
合　計 78,959 79,970 1,011 85,423 87,224 1,800 93,542 94,500 958

（注）
・�金銭の信託の時価は、各基準日における
市場価格等に基づいて算出しています。
・�取得価額は、運用目的金銭の信託に
ついては取得価額を、その他金銭の
信託については償却原価適用後、減
損後の帳簿価額を記載しています。
・�運用目的金銭の信託の評価差額
は、当期の損益に含めています。

※本資料の記載金額は、原則として単位未満を切り捨てて表示しています。そのため、合計欄、増減欄等が一致しないことがあります。



※このミニディスクロージャー誌は、環境に配慮した植物油インキおよびＦＳＣ®森林認証紙を使用しています。

編集　新潟県信用農業協同組合連合会　経営企画部

〒951-8570
新潟市中央区東中通一番町189番地3
℡ 025-230-2111
https://shinren.jabank-niigata.or.jp/

令和４年11月発行

新潟県信連

ごあいさつ
　日頃より新潟県信用農業協同組合連合会（ＪＡバンク新潟県信連）をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　この度、当会の令和4年度上半期の業績や活動内容等についてご紹介するために、ミニディスクロージャー誌（令和4年度仮決算情報）
を作成いたしました。
　当会は、ＪＡグループの一員として、農業専門金融機関・地域金融機関の役割・機能を十全に発揮し、お客さまのニーズにしっかりと応え
ていけるよう全役職員が一丸となって取り組んでまいりますので、引き続きご愛顧賜りますようお願い申し上げます。

ＪＡグループ・ＪＡバンク
■ ＪＡグループの仕組み
　ＪＡグループは、農家組合員をはじめとする組合員組織を基盤に、市町村段階のＪＡ、都道府県段階および全国段階の連合会組織で構
成し、それぞれが機能分担のもと、信用事業、指導事業、経済事業、共済事業、厚生事業等を展開しています。
　当会は、信用事業を行う都道府県段階の連合会組織として、県下ＪＡの事業運営をサポートするとともに、県域を営業エリアとする地域
金融機関として、地域の皆さまに総合金融サービスを提供しています。

■ ＪＡバンクとは
　「ＪＡバンク」とは、ＪＡバンク会員（ＪＡ・信連・農林中金）で構成するグループの名称です。全国に民間最大級の店舗網を展開するネット
ワークと総合力で、地域の皆さまの、身近で便利、そして安心なメインバンクとして、お客さま一人ひとりのニーズにお応えします。
　新潟県においては、県下19ＪＡおよび当会が「ＪＡバンク新潟」として、一体的な事業運営を展開しています。

● JAバンク新潟
下越地区 JA新潟市

JAかみはやし
JAにいがた岩船

JA北越後
JA胎内市
JA新潟かがやき

JA佐渡
JA羽茂

中越地区 JAにいがた南蒲
JA越後ながおか
JA越後さんとう

JA越後おぢや
JA北魚沼
JAみなみ魚沼

JA十日町
JA津南町
JA柏崎

JAひすい上越地区 JAえちご上越

県連合会 JAバンク新潟県信連

社会貢献活動
　当会は、金融サービスの提供にとどまらず、地域社会の一員として、広く地域社会の発展と地域の皆さまの豊かなくらしづくりを願い、次
のような活動に取り組んでいます。

■‌‌公益信託「JAバンク新潟県信連創立50周年記念・ホームヘルパー支援基金」による社会福祉法人等への助成金の贈呈
■‌‌新潟県障害者スポーツ協会へのサッカー観戦チケットの寄贈
■ゴールドリボン・小児がんチャリティーイベント（講演会・コンサート）への協賛
■‌‌新潟市アグリパーク「アグリ・アート展」への協賛
■‌‌文化情報誌「カルチャーにいがた」への協賛
■‌‌エコキャップ運動への参加

長期ビジョン・SDGs宣言 地域経済への貢献
■ 資金調達および資金供給の状況 （令和4年9月末）
　当会は、県内のＪＡ等が会員となり、互いに助け合い、発展していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の農業専門金融機関である
とともに、新潟県を事業区域として、地域経済の活性化に資する地域金融機関です。
　当会の資金は、その大半が県内のＪＡにお預けいただいた農家組合員および地域の皆さまの大切な財産である貯金が源泉であり、主として、ＪＡ・
農業に関連する企業・団体および県内の一般企業や地方公共団体などにご利用いただいています。

● 貯金内訳
貯金（会員比率）

（単位：百万円）

区　　分 残　高

会 　 　 員 1,826,029
地 方 公 共 団 体 1,125
そ の 他 18,787

合　　計 1,845,942

● 貸出金内訳
貸出金（会員比率）

（単位：百万円）

区　　分 残　高

会 　 　 員 34,353
地 方 公 共 団 体 41,846
事 業 法 人 等 194,209

合　　計 270,409

貸出金（県内比率）
（単位：百万円）

区　　分 残　高

県 　 　 内 118,162
県 　 　 外 70,581
金 融 機 関 81,666

合　　計 270,409

※貸出による地域への資金供給のほか、新潟県債、新潟市債の引受により、新潟県経済の発展に貢献しています。

会員
98.92％

その他
1.02％

地方公共団体
0.06％

地方公共団体
0.01％

地方公共団体
15.48％

会員
12.70％

事業法人等
71.82％

県外
26.10％

金融機関
30.20％

県内
43.70％

第3回アグリ・アート展

アグリパークの動物や野菜を描いた絵画作品を募集します。
皆さんの作品に出会えることを楽しみにしています !!

開 催 決 定 !!

展示期間 12 月 12 日     ～　　    1 月 10 日令和 3 年 (日) ((月))

応募部門 幼稚園・保育園・認定こども園の部 ／ 小学校の部

審査員 德永 健一 氏 浅井 俊一 氏
( 新潟市こども創造センター長 )

■主催…　       アグリ・アート展実行委員会
■協賛 ( 予定 )  …  ＪＡ越後中央 , ＪＡ新潟市 , ＪＡ新潟みらい , ＪＡ新津さつき , ＪＡバンク新潟県信連
                    公益社団法人新潟県獣医師会 , にいがた村
■後援 ( 予定 )  …  新潟市・新潟市教育委員会 , 新潟日報社 , 日本農業新聞信越支局

新潟市アグリパーク 〒950-1406
新潟市南区東笠巻新田 3044（受付時間…　　　　　　 ）

TEL:025-378-3660
午前９時～午後５時） 

宮川  保 氏
( 新潟県獣医師会長 )

令和 4 年

新潟市芸術文化振興財団 理事長
新潟県立近代美術館 前館長

( 各部門四つ切サイズ )

11 月 2 日 ( 火 )   ～ 令和 3 年 11 月 19 日 ( 金 )令和 3 年募集期間

応募者全員に
参加賞

プレゼント！
( アグリパーク割引券 )

応募者全員の
作品を

一斉展示！

受賞作品 14 点は

JA 新潟ビルで
展示します！

アグリでの展示後

第3回アグリ・アート展ゴールドリボン・小児がん
チャリティーイベント

文化情報誌「カルチャーにいがた」

■ 長期ビジョン

農 業 、地 域 、Ｊ Ａ と 共 に 未 来 を 創 る

到達目標…目指す姿、存在意義

長期ビジョン…あるべき将来像のスローガン

　当会が、地域から最も信頼され、そこで働く職員が誇りをもつ組織となることで、地域の課題に積極的に対峙・解決し、経営理念に掲げる「農業の
振興、農家経済の安定・向上、地域社会の発展」を実現してまいります。
　また、地球温暖化をはじめとした環境問題の解決に取り組むほか、ダイバーシティ経営を実践するなど、SDGsの達成に向けた積極的な取組みを通
じても、経営理念の実現を図ってまいります。

「Moving toward 2030 未来への変革」
～変革に向けた、３つの挑戦～
Ⅰ．農業・地域社会を豊かにする、コンサルティング・サービス
Ⅱ．環境・社会課題に適応する、ESG経営
Ⅲ．挑戦・成長し続ける、組織・人材マネジメント

■ SDGs宣言

ＪＡバンク新潟県信連は、国連で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」の 
理念に賛同し、持続可能な新潟県の農業・地域社会の発展、地球環境の保全および
社会課題の解決に向け、ＪＡとともに、事業活動を通じて貢献してまいります。

ＪＡバンク新潟県信連SDGs宣言

重点項目・関連事項

長期ビジョン 重点項目 関連事項 主な関連目標

Ⅰ.
農業・地域社会を豊かにする、
コンサルティング・サービス

１．
地域農業・経済の
持続的発展

（１）
コンサルティング・
サービスの充実

２．
地域社会の活性化

（１）
金融インフラ・
サービスの充実

Ⅱ.
環境・社会課題に適応する、
ESG経営

３．
環境・社会課題
への責任

（１）
ESG金融の実践

（２）
環境配慮型経営の
実践

（３）
ダイバーシティ経営
の実践

JAバンク新潟県信連
経営内容

ミニディスクロージャー誌　令和４年度　仮決算情報

プロフィール （令和４年９月30日現在）
新潟県信用農業協同組合連合会
新潟市中央区東中通一番町189番地3
昭和23年８月
2兆365億円
744億円
本店
169名

名　　　称
本店所在地
創　　　立
総　資　産
出　資　金
店　　　舗
職　員　数

M I N I

D I S C L O S U R E


